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春
分
を
迎
え
る
頃
に
な
る
と
、
厳
し

か
っ
た
寒
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
少
し
ず
つ
春

が
近
付
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
冬
は
、
積
雪
が
多
く
、
三
月
に
な
っ

て
も
圃
場
の
黒
土
が
な
か
な
か
顔
を
出
し

て
こ
な
い
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
も
何

か
と
気
持
ち
が
は
や
る
頃
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
中
、
各
地
区
の
圃
場
で
は
、
四
月
か

ら
始
ま
る
農
作
業
に
む
け
て
、
融
雪
剤
散

布
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

融
雪
剤
散
布
作
業
は
、
例
年
三
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
早
い
雪
解
け
が
待

た
れ
る
玉
葱
の
定
植
予
定
圃
場
や
秋
ま
き

小
麦
の
圃
場
を
主
に
お
こ
な
い
ま
す
。

融雪剤散布作業が進められています

今月の主な記事
「春はもう目の前に」

圃場への融雪剤散布作業が進められています

２～３

ＪＡえんゆう青年部第１５回定期総会開催

４～５

ＪＡ女性部役員道外視察研修を終えて

ＪＡ女性部 副部長 松浦 三代紀 ６～７

平成２６年度外国人技能実習生９名を受入 ８

平成２５年度遠軽町立茎アスパラ生産組合総会

遠軽町立茎アスパラ生産組合販売促進調査活動 ９

遠軽厚生病院だより １０～１１

平成２６年度新規採用職員

平成２６年度えんゆうホルスタインショウ開催 １２

退職者挨拶 １３

理事会のあらまし

クロスワードパズル １４

読者の声

えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催 １５

２０１４年農作業安全確認運動

いもたま作造くん １６

表紙写真：融雪剤散布作業の様子

前前前に
進められています
前前前にに
進められていま進められていますす
前に
進められています



身
体
に
吹
き
つ
け
る
風
は
ま
だ
冷
た
い

も
の
の
、
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
ま
ぶ
し

い
陽
射
し
の
中
、
雪
の
中
で
も
走
行
出
来

る
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
に
装
着
し
た
ブ
ロ
ー

ド
キ
ャ
ス
タ
ー
（
肥
料
散
布
機
）
を
使
っ

て
、
白
銀
色
の
圃
場
に
融
雪
剤
が
撒
か
れ

て
い
き
、
走
っ
た
跡
が
淡
墨
色
の
軌
跡
と

な
っ
て
描
か
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、
ま
も
な
く
農
作

業
が
始
ま
り
多
忙
な
毎
日
が
や
っ
て
く
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
お
身
体
を
ご
慈
愛

い
た
だ
く
と
と
も
に
農
作
業
事
故
に
留
意

さ
れ
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

春が近づいていることを感じさせる陽射しのもと、圃場への

茎 ひざし ２０１４.４

春春春はもう目の
圃場への融雪剤散布作業が

春春はもう目春はもう目のの
圃場への融雪剤散布作業圃場への融雪剤散布作業がが

春はもう目の
圃場への融雪剤散布作業が
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ＪＪＡ青年部定期総会の様子と開会挨拶をおこなう安本崇部長（写真左円内ＪＡ青年部定期総会の様子と開会挨拶をおこなう安本崇部長（写真左円内））

祝辞を述べる
湧別町山崎幸一農政課長（上）と
ＪＡえんゆう中川菊夫組合長（下）

ＪＪＪＡえんゆう青年部 第15回定期総会開催ＪＪＡえんゆう青年部 第ＪＡえんゆう青年部 第1515回定期総会開催回定期総会開催ＪＡえんゆう青年部 第15回定期総会開催

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部
第

回
定
期
総
会

１５

が
、
３
月

日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
部

２６

員

名
が
出
席
し
、
各
関
係
機
関
か
ら
来
賓

４０
各
位
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
安
本
崇
青
年

部
長
は
、
平
成

年
度
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動

２５

を
振
り
返
り
、
部
員
各
位
な
ら
び
に
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
滞
り
な
く

実
施
出
来
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
問
題
、

燃
料
や
飼
料
の
価
格
高
騰
な
ど
の
諸
問
題
に

よ
り
、
先
行
き
不
透
明
な
農
業
情
勢
が
続
い

て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
青
年
部

と
し
て
出
来
る
こ
と

を
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
の
湧
別
町
農
政
課
山
崎
幸

一
課
長
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川
菊
夫
代
表
理

事
組
合
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
衆
議
院

議
員
の
武
部
新
氏
、
北
海
道
議
会
議
員
の
高

橋
文
明
氏
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
後
、

上
湧
別
北
兵
村
三
区
の
中
川
隆
司
氏
と
遠
軽

町
湯
の
里
の
高
橋
準
季
氏
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
進
行
を
お
こ
な
わ
れ
、
平
成

年
度

２５

事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平
成

年
２６

度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、
役
員
改

選
の
全
提
出
議
案
が
滞
り
な
く
審
議
の
上
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
た
に
上
湧
別
札

富
美
の
片
岡
康
太
郎
氏
が
青
年
部
長
に
選
ば

れ
、
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
度
末
で
卒
部
と
な
っ
た
部

員
、
そ
し
て
新
し
く
青
年
部
に
加
入
し
た
部

員
か
ら
挨
拶
を
も
ら
い
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
は
、
３
月

日
２０

に
Ｊ
Ａ
本
所
で
平
成

年
度
定
期
総
会
を
部

２５

員

名
が
出
席
の
も
と
、
各
関
係
機
関
か
ら

２１
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
上
湧
別
北
兵
村
一
区
の
高
嶋
慎

一
氏
が
議
長
を
務
め
、
平
成

年
度
事
業
報

２５

告
な
ら
び
に
収
支
決
算
を
始
め
と
す
る
全
議

案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
、
新
し
く
上
湧
別

南
兵
村
三
区
の
大
泉
隆
喜
氏
が
畑
作
専
門
部

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

大
泉

隆
喜（
上
湧
別
南
兵
村
三
区
）

副
部
長

水
野

暁（
上
湧
別
北
兵
村
一
区
）

会

計

牧
野

俊
介（
上
湧
別
北
兵
村
一
区
）

監

事

宍
戸

宏
光（
上
湧
別
南
兵
村
三
区
）

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
は
、
３
月

日
２０

に
Ｊ
Ａ
本
所
で
平
成

年
度
通
常
総
会
を
部

２５

員

名
が
出
席
の
も
と
、
各
関
係
機
関
か
ら

２５
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
遠
軽
町
湯
の
里
の
高
橋
成
伍
氏

が
議
長
を
務
め
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な

２５

ら
び
に
収
支
決
算
を
始
め
と
す
る
全
議
案
が

滞
り
な
く
承
認
さ
れ
、
新
し
く
上
湧
別
旭
の

佐
藤
健
二
氏
が
酪
農
専
門
部
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

佐
藤

健
二
（
上
湧
別
旭
）

副
部
長

志
鎌

英
敏
（
上
湧
別
富
美
）

副
部
長

村
田

康
則
（
上
湧
別
富
美
）

監

事

岡
田

拓
也
（
遠
軽
町
千
代
田
）

監

事

青
柳

圭
介
（
上
湧
別
富
美
）

酪酪
農
専
門
部
通
常
総

酪
農
専
門
部
通
常
総
会会開会挨拶を述べる

酪農専門部の岡田拓也部長

平成２６年度ＪＡ青年部 新役員

写真前列左より、井上実監事、宍戸宏光副部長、

片岡康太郎部長、岡田拓也副部長、安本崇代表監事、

後列左より、山口由幹遠軽地区支部長、志鎌英敏理事、

村田康則理事、佐藤健二理事、大泉隆喜理事、水野暁

理事、牧野俊介理事、小崎光上湧別地区支部長

議長を務めた遠軽湯の里の高橋準季さん（左）と
上湧別北兵村三区の中川隆司さん（右）

畑作専門部定期総会の様子

畑畑
作
専
門
部
定
期
総

畑
作
専
門
部
定
期
総
会会

今年も新しく若い力が入部しました
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㈱七宝では職員の方々から、
わかりやすく教えていただきました

ＪＪ
Ａ
女
性
部
役
員
道
外
視
察
研
修
を
終
え

Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
道
外
視
察
研
修
を
終
え
てて

Ｊ
Ａ
女
性
部

副
部
長

松

浦

三
代
紀

ま
し
た
。
私
は
酪
農
で
す
の
で
専
門
的
な

お
話
に
は
、
わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、「
良
い
種
を
作
る
た
め
に
は
、
土

づ
く
り
が
基
本
。
そ
れ
は
ど
の
農
業
に
も

言
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」、「
人
間
が
楽

を
し
た
ら
、
後
で
し
っ
ぺ
返
し
が
来
る
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
強
く
共
感

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
職
員
の
方
か
ら
試

験
圃
場
で
品
種
な
ど
の
詳
細
な

説
明
が
あ
り
、
二
時
間
余
り
の

見
学
を
終
え
ま
し
た
。
少
人
数

で
の
訪
問
で
し
た
が
、
社
長
自

ら
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
た
い
ば
か
り
で
し
た
。

翌
日
は
、
高
知
県
の
馬
路
村

に
あ
る
Ｊ
Ａ
馬
路
村
が
お
こ
な

っ
て
い
る
ゆ
ず
の
加
工
セ
ン
タ

ー
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

馬
路
村
は
村
全
体
の
面
積
の

％
が
森
林
と
い
う
こ
と
で
、

９６

昔
は
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
そ
う
で
、
昭
和

年
に
森
林
組
合
が
ゆ
ず
苗
を
育
成
し
、

３８村
が
苗
木
に
助
成
す
る
形
で
栽
培
が
始

ま
っ
た
の
が
、
ゆ
ず
作
り
の
第
一
歩
で
、

そ
の
後
、
農
協
が
参
入
し
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

吹
雪
ま
じ
り
の
天
気
だ
っ
た
３
月

日
１０

に
、
女
満
別
空
港
を
出
発
し
、
３
月

日
１３

ま
で
の
四
日
間
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
道
外

視
察
研
修
で
四
国
に
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
回
の
視
察
研
修
先
を
決
め

か
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
の
中
川
菊
夫

代
表
理
事
組
合
長
の
「
高
知
の
馬う

ま

路じ

村
へ

む
ら

行
っ
て
勉
強
し
て
き
た
ら
良
い
」
と
の
一

言
を
も
ら
い
、
四
国
に
勉

強
し
に
行
く
こ
と
と
決
定

し
、
昨
年
、
農
協
役
員
の

方
々
も
研
修
に
行
か
れ
た

と
の
話
を
う
か
が
い
、
中

川
組
合
長
よ
り
馬
路
村
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
い
た

だ
き
、
事
前
勉
強
会
を
お

こ
な
っ
て
か
ら
、
現
地
に

出
発
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
玉
葱
の
種
子

を
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る

香
川
県
の
（
株
）
七
宝
を

見
学
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

年
に

戸

２７

２０

の
農
家
で
設
立
さ
れ
て
か
ら
の
歩
み
を
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
な
ご
苦
労
を

さ
れ
て
現
在
の
会
社
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

新
国
女
性
部
長
、
吉
村
・
八
巻
両
監
事

は
玉
葱
の
耕
作
者
で
あ
り
、
一
時
間
余
り

多
岐
に
渡
り
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き

ＪＡ馬路村ゆずの森加工場にて
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任
期
の
中
で
役
立
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
視
察

研
修
に
あ
た
り
、
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ

い
た
農
協
と
各
関
係
機
関
の
方
々
に
は
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
笑

顔
で
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族
（
特
に
旦

那
様
）
に
も
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
役

員
視
察
研
修
の
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

り
の
小
さ
な
村
で
し
た
が
、
と
て
も
活
気

に
み
ち
あ
ふ
れ
た
村
と
い
う
印
象
を
強
く

受
け
ま
し
た
。

翌
３
月

日
、
四
国
で
は
大
雨
情
報
が

１３

流
れ
る
中
、
私
た
ち
は
高
松
空
港
を
出
発

し
、
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
し
て
、
午
後
７

時

分
、
女
満
別
空
港
へ
と
戻
り
、
今
回

４０
の
役
員
視
察
研
修
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
役
員
間
の
絆
も
深
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
あ
と
一
年
の
役
員

ゆずの森加工場で話をうかがう役員の皆さん

歓迎いただきありがとうございました

馬
路
村
で
の
ゆ
ず
栽
培
の
特
徴
と
し
て

は
、
最
初
は
ゆ
ず
の
果
汁
の
み
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
加
工
品
の
開
発

に
取
り
組
み
、
現
在
は

種
類
以
上
の
製

５０

品
の
製
造
販
売
を
他
に
委
託
す
る
こ
と
な

く
、
村
の
中
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
、
今
で
い
う
農
業
の
六
次
産
業

化
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
雇
用
を
作
り
出

す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

山
村
の
働
く
場
づ
く
り
を
拡
大
し
、
行

政
と
も
連
携
し
な
が
ら
村
の
活
性
化
に
努

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
人
口
は
千
人
余
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ラヒブ・ミーナ さん

（青果物センター）
チュアイアパイ・パイワン さん
（青果物センター）

プンミパット・アリンヤ さん

（青果物センター）

畑
作
農
家
と
Ｊ
Ａ
青
果
物
セ
ン
タ

ー
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受

入
を
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、
タ

イ
か
ら
技
能
実
習
生
が
来
日
し
、
１２

月
の
帰
国
ま
で
の
間
、
農
業
に
か
か

わ
る
技
能
を
学
び
ま
す
。

現
在
は
、
約
一
ヶ
月
間
の
事
前
講

習
で
日
本
語
を
始
め
と
し
て
、
日
本

の
風
習
や
農
業
に
か
か
わ
る
基
礎
知

識
を
学
ん
で
お
り
、
こ
の
後
、
４
月
下

旬
か
ら
各
実
習
先
で
の
技
能
実
習
に

入
り
ま
す
。

実
習
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
日
本
の
言
葉
や
風
習
等
に
慣
れ

て
い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
存
じ

ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
方
で
暖
か
く

接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平平平成２６年度外国人技能実習生９名を受入平平平成２６年度外国人技能実習生９名を受入平成２６年度外国人技能実習生９名を受入

タマプット・ヌッサラ さん

（青果物センター）
サイスケオ・ポンティップ さん
（青果物センター）

ピッタタサ・ラチャポーン さん
（青果物センター）

レッカ・ワニダ さん

（石田昭夫 農場）
センカ・チラナン さん

（斉藤秀樹 農場）
ピムケット・ペーン さん

（高柳雅一 農場）

事前講習会の様子
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鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

生
産
者
３
名
、
Ｊ
Ａ
職
員
２
名
、
普
及
セ

ン
タ
ー
１
名
の
計
６
名
で
、
遠
軽
町
産
立

茎
ア
ス
パ
ラ
を
使
用
し
て
い
る
札
幌
全
日

空
ホ
テ
ル
、
ク
ロ
ス
ホ
テ
ル
、
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ザ
マ
、
味
心
五
の
一
、
札

幌
駅
前
地
下
広
場
を
運
営
す
る
ど
さ
ん
こ

商
品
研
究
所
に
出
向
い
て
、
実
需
者
の
生

産
地
に
対
す
る
率
直
な
意
見
や
要
望
等
の

聞
き
取
り
、
販
路
拡
大
の
方
策
等
の

調
査
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実
需
者
の
方
々
か

ら
は
、「
遠
軽
町
産
ア
ス
パ
ラ
の
評

価
は
利
用
客
か
ら
も
高
い
の
で
、
出

荷
可
能
な
量
だ
け
送
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
生
産
者

の
方
々
も
増
産
意
欲
が
湧
く
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
札
幌
駅
前
地
下

歩
行
空
間
で
は
道
内
の
多
く
の
市
町

村
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
出
店
を
お
願
い
し
た
い

と
の
話
も
受
け
、
有
意
義
な
う
ち
に

活
動
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
４
月
に
な
る
と
、
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
が
、
今
回
う
か
が
っ
た

話
を
参
考
に
し
て
、
販
売
量
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合
（
岡

村
貴
幸
組
合
長
）
は
、「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー

ず
」
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
す
る
遠
軽
町
産
立

茎
ア
ス
パ
ラ
の
販
売
促
進
調
査
活
動
を
、

２
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
札
幌
市

２５

２６

内
の
ホ
テ
ル
な
ら
び
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
岡
村
組
合
長
を
始
め
と
す
る

遠遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合

遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合
がが

販
売
促
進
調
査
活
動
を
実

販
売
促
進
調
査
活
動
を
実
施施

販売促進調査活動の様子（写真：札幌全日空ホテル）

平平
成

年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組

平
成

年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合合

2525総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

て
い
た
夏
出
荷
分
も
販
路
拡
大
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
声
に
応
え
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
で
出
荷
量
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
岡
村
貴
幸
組
合
長
が
議
長
を

務
め
て
、
議
事
進
行
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、

平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決

２５

算
、
平
成

年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収

２６

支
予
算
、
役
員
改
選
の
全
議
案
が
滞
り
な

く
議
事
の
上
、
承
認
さ
れ
、
岡
村
組
合
長

を
始
め
と
す
る
執
行
部
が
再
任
と
な
り
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
遠

軽
町
内
の
飲
食
店
と
協

力
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト

「
匠
の
ア
ス
パ
ラ
フ
ェ

ア
」
の
詳
細
説
明
が
遠

軽
町
役
場
商
工
観
光
課

よ
り
お
こ
な
わ
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

遠
軽
町
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
農
家
で

構
成
す
る
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組

合
総
会
が
、
３
月

日
に
Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所

１９

で
開
催
し
、
組
合
員
や
関
係
者
ら

名
が

１３

出
席
し
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
の
組
合
長
挨
拶
で
、
遠
軽
町

瀬
戸
瀬
の
岡
村
貴
幸
組
合
長
は
、「
先
日
、

札
幌
市
で
販
売
促
進
調
査
活
動
を
お
こ

な
っ
た
と
こ
ろ
、
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
、
遠

軽
町
産
ア
ス
パ
ラ
は
評
判
が
高
い
か
ら
出

荷
量
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
、
今
ま
で
販
売
に
苦
慮
し

開会挨拶をする岡村貴幸組合長
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遠軽厚生病院だより

「
病
気
に
な
っ
て
も
な
る
べ
く
家
で
過
ご
し
た
い
」

～
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
～

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

遠
軽
地
域
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
じ

所
長

櫻

井

良

・
訪
問
看
護
・
・
看
護
師
が
訪
問
し
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
リ
ハ
ビ
リ
、
く
す
り
の

管
理
、
食
事
や
栄
養
、
排
泄
、
入
浴
の

介
助
や
相
談
に
の
り
ま
す
。

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
・
短
期
間
、
施
設

に
宿
泊
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
・
・
通
い
を
中

心
に
少
人
数
制
で
、
訪
問
介
護
や
泊
り

も
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
ま
す
。

・
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
・
福
祉
用
具
購

入
・
住
宅
改
修
・
・
介
護
保
険
で
利
用

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〈
施
設
系
の
サ
ー
ビ
ス
〉

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
・
身
の
回
り
の
こ

と
は
あ
る
程
度
自
立
さ
れ
て
い
る
方
が

利
用
で
き
ま
す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
・
日
常
生
活

の
ほ
と
ん
ど
に
介
助
が
必
要
な
方
が
利

用
で
き
ま
す
。

・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
・
在
宅
に
む
け

・
デ
イ
ケ
ア
・
・
理
学
療
法
士
が
生
活
動

作
に
合
わ
せ
た
個
別
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
集
団
で
生
活
リ
ハ
ビ
リ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
も
に

送
迎
付
き
で
、
食
事
や
入
浴
の
介
助
を

し
ま
す
）

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
身
近
に
は
在
宅

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
・
主
任
介

護
支
援
専
門
員
、
介
護
福
祉
士
、
保
健

師
な
ど
が
常
駐
し
介
護
保
険
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
福
祉
な
ど
の
総
合
的
な
相

談
や
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
・
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

時
間
体
制
で
介
護
サ

２４

ー
ビ
ス
に
関
わ
る
相
談
や
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〈
在
宅
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
〉

・
訪
問
介
護
・
・
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事

支
援
や
身
体
介
護
、
通
院
の
介
助
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
自
身
、
あ
る
い
は

あ
な
た
の
ご
家
族
が
身
の
回

り
の
こ
と
を
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
が
ん
や
認
知
症
な
ど

の
病
気
に
な
っ
て
、
在
宅
療

養
の
日
々
を
過
ご
さ
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
こ

と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
今
ま
で
通
り
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
、
出
来
る
だ
け

家
で
過
ご
せ
た
ら
、
ど
ん
な

に
幸
せ
で
し
ょ
う
。

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

不
安
な
こ
と
や
辛
い
こ
と
が

生
じ
た
り
、
状
況
に
よ
っ
て

は
、
今
住
ん
で
い
る
お
家
以

外
の
場
所
で
の
生
活
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

住
み
慣
れ
た
家
で
療
養
す

る
あ
な
た
の
辛
さ
を
和
ら
げ
、

家
族
の
介
護
負
担
を
少
な
く

《
わ
が
町
の
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
い
ろ
》
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主
治
医
と
連
携
し
、
苦
痛
の
緩
和
に
向
け

た
対
処
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。

緊
急
時
の
電
話
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

・
・
訪
問
介
護
・
・
訪
問
看
護
と
協
力
し
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
身
体

介
護
や
家
事
援
助
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

以
上
、
な
る
べ
く
住
み
慣
れ
た
我
が
家

で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
身
近
に

あ
る
わ
が
町
の
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

自
分
に
似
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
も
、

皆
同
じ
よ
う
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
活
は
一
人
一
人
違
う
の
で

す
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
見

つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

を
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
相
談
や
バ
ス
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
相
談
も
可
能
で
す
。

・
・
宅
配
食
事
サ
ー
ビ
ス
・
・
弁
当
の
宅

配
や
お
か
ず
類
の
宅
配
な
ど
、
コ
ー
プ
や

コ
ン
ビ
ニ
で
も
可
能
で
す
。

・
・
ご
近
所
さ
ん
・
・
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
も
大
事
で
す
が
、
ご
近
所
の
助
け

合
い
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
も

大
切
で
す
。「
今
日
は
夜
に
な
っ
て
も
電

気
が
つ
か
な
い
な
あ
」「
何
か
あ
っ
た
の
か

な
」
と
い
う
見
守
り
や
、「
今
日
は
お
か
ず

を
た
く
さ
ん
作
っ
た
か
ら
、
少
し
食
べ
て

ち
ょ
う
だ
い
・
・
」
な
ど
の
声
掛
け
が
、

ご
近
所
さ
ん
に
よ
る
安
否
確
認
で
あ
り
、

支
え
合
い
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト

・
・
訪
問
看
護
・
・
患
者
さ
ん
の
病
気
の

経
過
に
よ
り
、
ご
家
族
の
心
は
大
き
く
影

響
さ
れ
ま
す
。
病
気
の
経
過
や
症
状
の
変

化
を
そ
の
都
度
主
治
医
か
ら
説
明
を
受
け
、

し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
看
護
師
と
と
も
に
確
認
し
ま
す
。
食
べ

た
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
が
大
変
に
な
っ
て

き
た
時
の
介
護
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。
痛
み
や
そ
の
ほ
か
の
症
状
に
対
し
て
、

て
の
リ
ハ
ビ
リ
や
医
療
処
置
の
必
要
な

方
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
・
少
人
数
で
の
対

応
が
必
要
な
認
知
症
の
方
が
利
用
で
き

ま
す
。

〈
そ
の
ほ
か
の
施
設
〉

・
高
齢
者
共
同
生
活
住
居
・
・
食
事
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
、

下
宿
の
よ
う
な
住
居
で
す
。

ま
ず
は
役
場
に
介
護
申
請
の
相
談
を
し

ま
す
。
そ
こ
で
介
護
保
険
の
申
請
を
し
て
、

介
護
保
険
の
認
定
が
で
た
ら
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
決
め
、
具
体
的
な
検
討
を

始
め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト

・
・
物
忘
れ
外
来
・
・「
も
の
忘
れ
」
が
老

化
現
象
に
よ
る
も
の
か
病
気
な
の
か
を
診

断
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
治
療
を
開
始
し
ま

す
。

・
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
毎
日
の
生
活
に
変

化
を
与
え
、
脳
と
身
体
を
活
性
化
さ
せ
て

認
知
症
の
予
防
を
期
待
し
ま
す
。

・
・
訪
問
看
護
・
・
認
知
症
予
防
の
学
習

療
法
や
脳
ト
レ
を
一
緒
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
薬
の
飲
み
間
違
い
な
ど
が
な
い
よ
う

正
し
い
薬
の
管
理
方
法
を
共
に
考
え
工
夫

し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト

・
・
訪
問
看
護
・
・
元
々
あ
る
筋
力
を
維

持
す
る
た
め
に
在
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
ま

す
。
ま
た
、
安
全
に
入
浴
が
で
き
る
よ
う

介
助
し
ま
す
。

・
・
デ
イ
ケ
ア
・
・
痛
み
が
落
ち
着
い
て

き
た
ら
、
外
に
出
て
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
・
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
購
入
・
・
風

呂
や
ト
イ
レ
に
手
す
り
を
設
置
し
、
シ
ャ

ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト

・
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
・
介
護

保
険
の
対
象
で
な
い
場
合
で
も
高
齢
者
や

家
族
、
地
域
住
民
か
ら
の
総
合

的
な
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
支
援

《
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
具
体
例
を
紹
介
》

転
ん
で
か
ら
風
呂
と
ト
イ
レ
が
困
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
・
・
・

物
忘
れ
が
進
ん
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
認

知
症
の
心
配
が
あ
る
場
合
・
・
・

一
人
暮
ら
し
を
続
け
た
い
が
足
腰
に
自

信
が
な
く
な
っ
て
き
た
場
合
・
・
・

最
期
ま
で
家
で
看
て
あ
げ
た
い
が
介
護

を
続
け
て
い
け
る
か
不
安
な
場
合
・
・
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ࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇ
平平平成26年度新規採用職員紹介ࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇ

この度、４月１日から、女性２名の平成２６年度新規採用職員が入組いたしました。
今後とも組合員の皆さんの温かいご支援ご指導を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

☆質問事項☆
①生年月日・血液型 ②出身地・出身校 ③特技・趣味 ④自分の性格
⑤ＪＡ職員としての抱負

平平成26年度新規採用職員紹平成26年度新規採用職員紹介介平成26年度新規採用職員紹介

斎さ
い

藤と
う

綾あ
や

音ね

（
管
理
課
庶
務
企
画
係
兼
経
理
電
算
係
）

①
平
成
７
年
５
月
１
日
・
Ａ
型

②
遠
軽
町
・
遠
軽
高
等
学
校

③
趣
味

音
楽
鑑
賞

④
明
る
い
性
格

⑤
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
こ
と
を
早
く
覚
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

斎さ
い

藤

し
お
り

と
う

（
共
済
課
共
済
係
）

①
平
成
７
年

月

日
・
Ｏ
型

１２

１３

②
湧
別
町
・
湧
別
高
等
学
校

③
趣
味

刺
繍
や
映
画
鑑
賞

特
技

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

④
自
分
の
性
格
は
明
る
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
一
生
懸
命
な
こ
と
で
す
。

⑤
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る

よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
毎

日
笑
顔
を
大
切
に
し
、
元
気
よ
く
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日 時 平成２６年４月２６日（土）１０：３０～開会
会 場 遠軽町多目的広場（遠軽町学田２丁目、オホーツクNOSAI横）
審 査 員 伊藤 克美 審査員（ジェネティクス北海道十勝北見事業所）
そ の 他 ジャッジングコンテスト、ジュニアショウ（併催）

※本年より両町共進会、Ｂ＆Ｗショウを合同開催いたします。

多数のご来場お待ちしております！

平平成平成２６２６年度えんゆうホルスタインショウ 開年度えんゆうホルスタインショウ 開催催平平成平成２６２６年度えんゆうホルスタインショウ 開年度えんゆうホルスタインショウ 開催催平成２６年度えんゆうホルスタインショウ 開催
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早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
農
作
業
等
、
何
か
と

ご
多
忙
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
よ
り
本
所
管
理
課
に
勤

２０

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
に
は

組
合
員
の
皆
様
方
を
始
め
、
役
職
員

の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

方
に
数
々
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

が
ら
も
、
至
ら
な
い
私
に
ご
指
導
と

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、
そ
し
て
、
え

ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陽
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
年
の
営
農
に
向
け
ま
し
て
、

希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
る
事
と

存
じ
ま
す
。

今
回
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
三

月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昭
和

年
４
月
に
旧
遠
軽
町
農
協

４６

の
管
理
課
貯
金
係
と
し
て
入
組
し
て

か
ら
、

年
間
大
過
な
く
勤
め
ら
れ

４３

た
の
も
、
組
合
員
と
役
職
員
の
皆
様

の
ご
指
導
ご
助
力
を
い
た
だ
け
た
か

ら
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

在
職
中
、
思
い
出
深
い
事
の
一
つ

に
道
内
６
Ｊ
Ａ
し
か
運
営
し
て
い
な

い
高
齢
者
介
護
事
業
を
担
当
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
１
回
の
巡
回

訪
問
時
に
、
そ
の
昔
、
遠
軽
地
区
で
営

農
し
、
街
に
移
り
住
ん
だ
百
歳
に
近

い
男
性
独
居
利
用
者
に
行
っ
た
と
き

の
こ
と
で
し
た
。「
こ
ん
な
年
に
な
っ

て
、
ま
た
農
協
さ
ん
に
お
世
話
に
な

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
大
変
助
か 坂 本 俊 二

っ
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
、
営
農
当

時
の
こ
と
を
若
返
っ
た
よ
う
に
話
さ

れ
る
様
子
を
見
て
、
私
も
入
組
し
た

当
時
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
く
感
じ

ま
し
た
。

さ
て
、
昨
今
、
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
始
め
と
す
る

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

え
ん
ゆ
う
農
協
に
は
、
日
頃
か
ら
農

業
経
営
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
る

優
秀
な
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
た
『
え
ん
ゆ

う
農
協
』
に
そ
の
英
知
を
結
集
し
て
い

け
ば
、
必
ず
や
こ
の
厳
し
い
状
況
も

打
破
し
て
い
け
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農

協
退
職
後
は
４
月
よ
り
J
A
グ
ル
ー

プ
の
日
本
農
業
新
聞
北
見
通
信
部
の

記
者
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
の
と
こ
ろ
に
も
取
材
に
訪
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員

な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
と
そ
の
ご

家
族
の
方
々
の
末
永
い
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
ご
多
忙
な

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
に
入
組
し
て
か
ら
、
本

１５

所
管
理
課
、
本
所
共
済
課
に
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

方
に
数
々
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

が
ら
も
、
公
私
に
わ
た
り
、
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
厚
情
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、
そ
し
て
、
え

ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

谷口（旧姓 菅江）あずさ

石井 祥子

退 職 者 挨退 職 者 挨 拶拶退退 職 者 挨退 職 者 挨 拶拶退 職 者 挨 拶
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ４月２５日（金）

３月号の答えは「ハナミザケ」でした。
農作業も本格的に始まりますが事故に
は留意願います。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

吐
く
糸
は
絹
に
な
り
ま
す

４

端
午
の
節
句
に
食
べ
る
和
菓
子

７

中
身
は
開
け
て
の
お

９

赤
、
青
、
黄
、
緑
、
紫
な
ど

グ
ー
対
チ
ョ
キ
な
ら
グ
ー
の
方

１０

人
間

に
入
っ
て
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

１１

し
た

ぴ
ん
札
に
は
入
っ
て
ま
せ
ん

１３

ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
マ
カ
オ
の
も
の
が
有
名

１５

も
う
精
も

も
尽
き
果
て
た
よ

１６

指
で
ギ
ュ
ッ
と
押
す
と
気
持
ち
良
い

１７

荷
造
り
を
し
、
転
出
届
を
出
し
て
…
…

１８

う
り
の
つ
る
に

は
な
ら
ぬ

２０

フ
ラ
ン
ス
語
で
栗
の
こ
と

２１

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

漢
字
の
一
部
か
ら
作
ら
れ
た
と
い
う
文

字

２

生
き
て
い
る
も
の
に
一
つ
ず
つ
あ
り
ま

す

３

背
中
と
お
尻
の
間

５

司
会
者
が
手
に
持
つ
商
売
道
具

６

帰
り
道
の
こ
と

８

５
月
４
日
は
「

」
祝
日
で
す

指
の
先
に
生
え
て
い
ま
す

１２

父
や
母
の
兄
弟

１３

ア
ナ
ロ
グ
時
計
で
は
１
日
に
２
周
し
ま

１４

す大
分
名
産
の
か
ん
き
つ
類

１５

良
い
話
を
聞
く
と
温
か
く
な
り
ま
す

１６

一
般
的
に
縄
よ
り
太
め

１７

夫
の
い
る
身
で
す

１９

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧別町上湧別屯田市街地

湧別町北兵村一区

遠 軽 町 美 山

駒形 睦子 さん
高嶋 豊子 さん
石丸 静子 さん

２０

Ｃ

４

Ｄ

２１

８

Ｅ

１５

１８

１

２

１０

１３

Ｂ

９

１１

１４
Ａ

３

第
２
回
理
事
会（

平
成

年
３
月

日
）

２６

１４

◇
報
告
事
項

１
．
全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
に
つ
い
て

２
．
そ
の
他

◇
議

案

１
．
平
成

年
度
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処

２５

分
（
案
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
第

回
通
常
総
会
提
出
議
案
の
一
部

１５
変
更
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
３
回
理
事
会（

平
成

年
３
月

日
）

２６

２７

◇
報
告
事
項

１
．「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
」及
び

全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
結
果
に
つ

い
て

２
．
決
算
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

３
．
職
員
の
採
用
及
び
退
職
に
つ
い
て

４
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

５
．
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
政
治
連
盟
収
支
報
告

に
つ
い
て

６
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７
．
第
１
回
酪
農
専
門
部
会
に
つ
い
て

８
．
そ
の
他

・
遠
軽
地
域
審
議
会
に
つ
い
て

◇
議

案

１
．
第

回
通
常
総
会
参
考
資
料
に
つ
い

１５
て原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
平
成

年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

２６

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
中
期
経
営
計
画
・
農
業
振
興
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
第

回
通
常
総
会
議
決
権
行
使
に
当

１５
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
平
成

年
度
の
余
裕
金
運
用
に
つ
い

２６

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
の
設
定
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

５

６

７

１２

１６

１７

１９
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３
月
に
入
っ
て
か
ら
、
雪
が
多
く
て

雪
解
け
が
待
ち
遠
し
い
毎
日
で
す
ね
。

今
年
も
良
い
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

う
ち
の
主
人
、
坊
主
頭
で
ヒ
ゲ
を
生

や
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
小
さ
い
子
供
に
も
て
る
の
で
す

よ
ね
。
う
ち
の
孫
も
遊
び
に
来
る
と
す

ぐ
寄
っ
て
き
て
、
主
人
の
膝
の
上
に
抱

っ
こ
し
て
も
ら
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

ま
す
。

そ
れ
を
見
て
、
主
人
も
笑
顔
に
な
り

孫
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ
ゆ
う
の
母
よ
り
）

も
て
る
の
は
何
で
あ
れ
良
い
こ
と
で

す
ね
。

読
者
の
声

春
が
近
づ
い
て
、
ね
こ
や
な
ぎ
が
フ

ワ
フ
ワ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
の
中

の
ネ
コ
も
毛
変
わ
り
の
時
期
な
の
か
、

毛
が
抜
け
て
、
黒
い
ズ
ボ
ン
も
ソ
フ
ァ

ー
も
毛
だ
ら
け
で
す
。（
苦
笑
）（

匿
名
）

何
か
妙
案
が
あ
れ
ば
書
き
た
い
の
で

す
が
、
毛
変
わ
り
は
さ
す
が
に
掃
除
と

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
こ
ま
め
に
す
る
し
か

な
い
で
す
ね
。

笑
顔
の
か
わ
い
い
息
子
の
お
嫁
さ
ん

と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
気
持
ち

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
匿
名
）

笑
顔
は
人
の
関
係
を
良
く
す
る
特
効

薬
で
す
か
ら
ね
。
農
作
業
事
故
に
気
を

付
け
て
お
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
月
も
半
ば
が
過
ぎ
て
雪
解
け
が
進

む
か
と
思
い
き
や
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
ね
。
一
雨
二
雨
降
れ
ば
黒
土
も
見
え

て
く
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
。

（
匿
名
）

三
月
に
入
っ
て
か
ら
雪
が
降
っ
て
、

な
か
な
か
無
く
な
り
ま
せ
ん
ね
。

毎
年
の
事
と
い
え
、
や
は
り
お
彼
岸

の
荒
れ
模
様
の
天
気
が
や
っ
て
来
ま
し

た
ね
。
何
処
も
雪
の
山
に
埋
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
は

玉
葱
の
苗
が
育
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

重
い
雪
に
ハ
ウ
ス
の
被
害
も
な
か
っ

た
よ
う
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日

散
歩
で
状
況
を
見
て
い
る
と
我
が
事
の

よ
う
に
心
配
も
し
て
し
ま
う
自
然
の
天

気
で
す
が
、
4
月
に
は
必
ず
春
が
や
っ

て
き
て
畑
に
緑
の
大
地
が
広
が
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
良
い
作
柄
に
な
る
と
良
い
で

す
ね
。

春
は
も
う
す
ぐ
で
す
！

（
匿
名
）

この機会に遠軽町の「旬」の食材「アスパラ」料理を堪能して
みて下さい。
フェアメニューご注文の方に、各店オリジナルサービス有。
詳細は遠軽商工会議所ＨＰにて公開します。（※現在準備中）
■期 間 ５月１日（木）～５月３１日（土）
お問合せ先 オホーツクえんがる産業振興協議会（http://www.engaru-cci.or.jp/）

（事務局：遠軽商工会議所 ℡0158-42-5201）

えええんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催ええんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催催えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催
北海道産

遠軽にょっきーず
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ひざし ２０１４.４ 戟

春を迎えて、まもなく畑起こ
しや肥料散布、農作物の植付け
など、農業機械を使った作業が
始まりますが、例年、農作業事
故が増える時期です。
安全確認を徹底して、農作業
事故にご注意いただいて、今日
も「事故ゼロ」で家族が待つ食
卓に戻りましょう！

安安全確認の徹底安全確認の徹底でで
農作業事故ゼ農作業事故ゼロロ
安安全確認の徹底安全確認の徹底でで
農作業事故ゼ農作業事故ゼロロ
安全確認の徹底で
農作業事故ゼロ
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